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Ⅰ．法人実態 

 

1. はじめに 

 平成 30年度は佐用福祉会の認可といちょう園（通所部）の開設から 37年目、ぎんなん寮（一般棟）

の開設から 33 年目、のぞみ寮の開設から 24 年目となります。また、グループホームたんぽぽの開設

から 13 年目、相談支援事業所すまいるの開設から 7年目となります。また、今年度より旧 NPO 法人あ

さぎりが傘下に入り、地域活動支援センターあさぎり作業所として新設致しました。 

 「社会福祉法人制度改革」が平成 29年度よりはじまり、福祉を取り巻く環境、組織の在り方が大き

く変わってきています。本法人は、各事業所において、合理的配慮に基づいたサービスを提供し、利

用者並びに地域の皆様が安心して暮らせるように取り組んで参ります。また、今後目まぐるしく変わ

る福祉施策に合致した運営を目指します。 

 

2. 地域からのニーズについて 

① 国内情勢について 

措置制度から契約制度へ移行し、「その人らしい生活」や「地域の中の自分」といったものが求め

られる時代となりました。また、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法

律(障害者虐待防止法)」、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律(障害者差別解消法)」

の施行等の法整備によって、より障害のある方へ対する支援の向上や合理的配慮、機会の提供が保

障されるようになりました。 

昨今では、社会福祉法の改正にあるように、『地域への貢献』『事業運営の透明さの向上』『財務規

律の厳格化』等が、我々社会福祉法人への課題とされ、法人内施設利用者への直接支援のみが我々

の本分ではないと見なされるようになっています。 

また、国全体を見ても表だって見ることのできる顕在的ニーズに対しては、各機関の対応が素早

くなされる反面、表層に出にくい潜在的ニーズの発見は未だに困難を極めています。特に、せっか

くの社会的サービスが認知されていない例や、様々な問題が複雑に絡むことでニーズが見えなくな

っている例が報告されています。地域の皆様の持つニーズを専門職として汲み取り、サービスに繋

げる「発見力」「相談力」「対応力」が求められています。 

 

② 町内における障害児・者について 

町内における障害者の割合は、身体・知的・精神の 3障害を含め、極めて緩やかではありますが、

増加傾向にあります。(人数的には横ばいであるが、町全体の人口が減少傾向にある) 

その中で実際の障害福祉サービス利用者は障害者全体の 28.5％にとどまり、22.1％の人が「障害

福祉サービスについて知らないし、利用した事が無い」状態です。(※) 

また町内から、『以前に比べ、多種多様な生活支援サービスが提供され感謝しているが、せっかく

多くのメニューが用意されているので、必要な時に気軽に利用ができる相談体制を引き続きお願い

したい』『福祉は量も大切であるが、質が求められる時代と考える』『サービスを提供する人材の確

保と研修』等、様々な声が挙がっています。 

（※） 第 2次佐用町障害者計画及び第 4期佐用町障害福祉計画 より 
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3. 運営組織図及び職員実態 

①運営組織図 
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Ⅱ．理念・基本方針 

 

1. 基本理念 

理 念 

おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

〇おもいやりのこころ 

  私たち人間は障害のある人、健康な人、誰もが弱点、欠点、もろさをもっている。その人間同士が

日々生活の中で時には対立し、また、共鳴して互いに支え合い分かち合って生きています。おもいや

りというのは、人間として平等な立場で相手のことを深く考え、何をしてあげるのがよいのか、何を

してはいけないのかを思いやることです。 

 

 〇感謝のこころ 

  自分が感謝の念を誰かに、何かに対して持つ時、いつか、誰かから、何かから感謝されていること

でしょう。「ありがとう」と言葉を発した時に人は幸せを感じるでしょう。自分はいつも周りの人か

ら支えられているんだと、感謝の念を持つことにより、人への接し方が柔らかく丁寧になり、他人と

よりよい人間関係を築いていけます。 
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2. 行動基準 

① 佐用福祉会が求める人材像 

1. 【おもいやり】     おもいやりの心で人を大切にできる人。 

2. 【向上心】         自己を振り返り、自己啓発に努める人。 

3. 【素直さ】         指示や注意を素直に聞き誠意を持って業務に取り組む人。 

4. 【積極性】        「まずはやってみる」という意識を持つ人。 

5. 【責任感】         責任を持って業務を最後までやりとげる人。 

 

② 佐用福祉会の宣言 

1. 【安全、安心】     安全を最優先し、ご利用者が安心できるように努めます。 

2. 【個人情報】       プライバシーに最大の注意をはらい、個人情報を守ります。 

3. 【言葉遣い】       わかりやすい、やさしい言葉遣いで接します。 

4. 【ご利用者対応】    ご利用者の訴えや悩みに耳を傾け、誠意を持って対応します。 

5. 【ご利用者視点】   ご利用者の立場に立って考え、行動します。 

 

③ 佐用福祉会職員が守るべきルール 

1. 【時間】           日課の始まり、会議の始まりなど時間厳守します。（5分前行動） 

2. 【仕事の優先順位】 仕事に優先順位を設定し、迅速にとりおこないます。 

3. 【職場ルール】   就業規則を遵守します。 

4. 【協力】      ご利用者を最優先に考え、職員同士協力します。 

5. 【報連相】     報告、連絡、相談は適切、迅速に行います。 

 

④ 佐用福祉会職員に必要とされる接遇 

1. 【笑顔】           笑顔で気持ちのよい挨拶をします。 

2. 【身だしなみ】     清潔な身だしなみを心がけます。 

3. 【感謝】          「ありがとう」の言葉を発してよりよい人間関係を築きます。 

4. 【気配り】         気配り、心配りができるようにします。 

5. 【健康管理】        健康管理に気をつけ、ゆとりを持ち対応します。 

 

⑤ 佐用福祉会が目指す職場風土 

1. 【挨拶】           オアシス（おはようございます、ありがとう、失礼します、 

すみません）を意識実践します。 

2. 【傾聴姿勢】       相手の話を最後まで聞きます。 

3. 【コスト意識】     省エネに心がけます。（電気の消灯、冷暖房の使用基準の遵守等） 

4. 【整理整頓】       5S（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）を心がけます。 

5. 【チームワーク】    様々な意見も素直に聞き入れ、和を大切にします。 
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Ⅲ．重点目標、短・中・長期計画 

 1. 基本姿勢 

平成 28 年の社会福祉法改正により、『利用者が、その人らしく暮らせる支援』だけではなく、『地域

に根付いた支援』が社会福祉法人に対して求められる時代となった。施設利用者、地域の皆様が安心

して暮らせる『福祉の拠点』を目指し、重点課題及び目標を設定する。 

 

 2. 重点課題を踏まえた目標 
① 社会福祉法改正 

(1)法人組織ガバナンスの強化、財務規律の強化、地域における公益的な取り組みを実施。 

(2)将来の施設運営の健全化を目指した、余裕財産の明確化・事業継続に必要な投資額試算。 

② 女性用グループホームの増設。 

③ 運営改善委員会「今後の佐用福祉会を考える」を定期的に開催して法人運営に活かす。 

④ 第三者評価結果に基づき改善事項を検討する。 

 

3. 短期計画（平成 30 年度） 

① 法人本部 

 就労継続支援B型の研究 

 ボランティア受け入れの基本姿勢に関するマニュアル作成 

 公益事業への取り組みの研究 

 

② 障害者支援施設いちょう園 

 高齢者支援の充実 

 洪水時、土砂災害時避難マニュアルの見直し 

 ラウム（事務車両）買替購入 

 

③ グループホームたんぽぽ 

 帰宅時、外出時の事故対応安全マニュアルの作成 

 地域行事への積極的な参加と連携 

 

④ 相談支援事業所すまいる 

 地域生活支援拠点事業の啓蒙活動 

 

⑤ 地域活動支援センターあさぎり作業所 

 利用率の安定 

 法人理念の浸透 

 安定した作業の確保 

 情報の共有と交流  
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 4. 中期計画（平成 31 年度～平成 34 年度） 

①法人本部 

 社会福祉法人制度改革からの法人組織の変更と充実を目指す。 

 経営情報の公開。 

 法人経営の透明性、公益性の確保等のガバナンスの強化（HP、園便りを通じて）。 

 利用者、家族、地域住民等の社会福祉法人に対する理解促進の取り組み。 

 サービスの質向上。 

 組織の機能強化と充実を図り、トータルな人材マネジメント、職員の相互信頼の確保。 

 

②障害者支援施設いちょう園 

 入所利用者の充実、通所利用者の安定した利用率の確保を目指し、ゆるぎない施設運営を行

う。 

 調理場の改修、新築等の具体的な計画を進める。 

 

③グループホームたんぽぽ 

 居住している建物の新装、若しくは改装。 

 新たに女子利用施設用地の確保。 

 

④相談支援事業所すまいる 

 安定した収支バランスを目指す。 

 

⑥ 地域活動支援センターあさぎり作業所 

 利用率を向上させ、安定した運営から障害者福祉サービスとしての更なる前進を目指す。 
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 5. 長期計画（平成 35 年度～平成 39 年度） 

  ①法人本部 

 施設の建て替えを 20 年後とした構想の構築。 

 安定した運営の構築。 

 

  ②障害者支援施設いちょう園 

 入所利用者の定員減を考察し、その上で個室化を図る。 

 

  ③グループホームたんぽぽ 

 高齢化する利用者の支援と居住空間などの整備。 

 グループホームの増設及び入居者の確保。 

 

  ④相談支援事業所すまいる 

 地域の総合相談支援事業所（地域生活拠点事業の充実に協力していく）として邁進する。 

 

⑤地域活動支援センターあさぎり作業所 

 広域的に利用者が利用できるように組織を構築する。 
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Ⅳ．事業活動計画 

 

1. 基本姿勢 

 法人本部と各事業所が同じ目標を向いて進むこと、法令に基づき根拠のあるサービス提供を行う

ことを目的とし、計画を定める。 

 

2. 法人本部実施事業 

   社会の状況に即した諸規定の見直しを行う。

① 理事会の開催（6月、12月、2月、3月、その他随時。年 4回以上） 

② 評議員会の開催（6月、12 月、2月、3月、その他随時。年 4回以上） 

③ 監査の実施（5月） 

④ 理事、評議員、監事の研修会への参加（2月） 

⑤ 第三者評価結果に基づいた事業改善の実施 

 

3. サービス別支援計画 

※『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(障害者総合支援法)』及び、同法

第七十七条（市町村の地域生活支援事業）にて定められる各市町村の規定に準ずる。 

※『基本的人権の尊重』『計画に沿ったサービスの提供』『安心・安全の提供』等、各種コンプライア

ンスに沿ってサービスを提供する。 

 

  ①生活介護（該当事業所：障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：施設利用の充実を図る。利用者がいちょう園に毎日通い、生きがいを持てるような、

心のこもった支援を行う。保護者から依頼されるどの様な相談にも親切丁寧に対応し、

信頼される施設となるように取り組んでいく。 

   目的：(1) 個人に合わせた日中活動を提供することにより、『その人らしい生活』を目指す。 

(2)  QOL の向上を図り、集団への参加及び社会参加の促進に努める。 

  (3)  作業や創作活動を通じて社会の一員としての自覚と、社会参加への知識、技能の習得

に努める。 

  (4)  各種交流会活動を通じ、互いのふれあいの場を提供するとともに、地域の福祉教育の

場を提供する。 

   内容：日常生活支援、作業部活動、生活部活動、園バスによる送迎、地域への奉仕活動、その他

各種支援。 
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  ②施設入所支援（該当事業所：障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：利用者が、のびのびと生活ができ、一人ひとりの個性を尊重しながら本人らしい生活

ができるよう支援する。重度高齢者に対応し、利用者一人ひとりの視点に立ち利用者

が安心して生活できるサービスの提供を行う。保護者から依頼されるどの様な相談に

も親切丁寧に対応し、信頼される施設となるように取り組んでいく。 

   目的：(1) 利用者の人権、プライバシーに十分配慮した施設づくりを目指す。 

 (2) 基本的生活習慣の確立を図り、健康管理と体力の維持に努める。 

 (3) 買い物や喫茶等の外出機会を設け、利用者自身のリフレッシュだけでなく、地域の皆

様との交流を目指す。 

 (4) 本人らしい生活を送るための様々な合理的配慮を行う。 

   内容：日常生活支援、起床・就寝支援、買物・持物管理、各種当番活動、その他各種支援。 

 

  ③日中一時支援（該当事業所：障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：障害者支援施設等への短時間の入所が必要な障害者等について、一時的な見守りサー

ビスの提供、日中活動の提供を行う。保護者がいざという時に頼れる施設として、  

存在感を高める。 

   目的：(1) 在宅の障害者へ、居宅において必要な支援や介護ができない時、施設利用者と同じく、

排泄又は食事等の介護や日常生活上の支援を行う。 

      (2) 本人の満足を目指し、利用者に合わせた合理的配慮を行う。 

      (3) 家族の活動や参加、安心を支援し、介護負担軽減等を図る。 

   内容：日常生活支援・作業部活動・生活部活動・その他各種支援。 

 

  ④短期入所（該当事業所：障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：障害者支援施設等への短期間の入所が必要な障害者等について、一時的に夜間就寝を

含めた支援を行う。保護者がいざという時に頼れる施設として、存在感を高める。 

   目的：(1) 在宅の障害者へ、居宅において必要な支援や介護ができない時、施設利用者と同じく、

排泄又は食事等の介護や日常生活上の支援を行う。 

      (2) 本人ニーズの充足を目指し、利用者に合わせた合理的配慮を行う。 

      (3) 家族の活動や参加、安心を支援し、介護負担軽減等を図る。 

   内容：日常生活支援・起床、就寝支援・各種当番活動・その他各種支援。 

 

⑤地域活動支援センター・Ⅲ型（該当事業所：地域活動支援センターあさぎり作業所） 

 基本方針：明るく会話のとだえない環境で、働く喜びを感じ取って頂く。様々な作業から、自分

の得意とすることを見つけ出すきっかけを掴んで頂く。 

目的：(1) 回復途上にある障害者が通所する作業、及び生活訓練を通して社会的に自立する支援

を行う。 

   (2) 内職の仕事や手芸をしながら、地域との交流・必要な生きる力・仕事に対する喜び等

を身に着ける。 

内容：内職等の軽作業の提供、創作活動の提供、行事等の実施、その他各種支援  
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  ⑥共同生活援助（該当事業所：グループホームたんぽぽ） 

   基本方針：利用者が『地域の中に生きる自分』を実感できる空間を提供する。地域の一員として

活動へ参加し、市町村・集落内でのニーズの充足も視野に入れ活動する。 

   目的：(1) 地域で生活を行う拠点を提供し、本人の活動の輪を広げる。 

      (2) 社会の一員としての自覚と、社会参加への知識、技能の習得に努める。 

      (3) 利用者自身の社会性及び日常生活スキルの向上を目指し、様々な合理的配慮を行う。 

      (4)  自由に生活できる環境を提供し、自立的な生活を目指す。 

   内容：地域との交流、行事への促し。地区、隣保活動への参加支援。日常生活支援・起床、就寝

支援・各種当番活動等。 

 

  ⑦障害者福祉計画相談支援（該当事業所：相談支援事業所すまいる） 

   基本方針：地域の障害者（児）の方々が、安心して自立した生活を送れるように、日々の暮らし

の中で抱えているニーズや課題にきめ細かく対応していく。 

   目的：(1) 町内の障害者のトータル的なサポート体制を確立し、相談支援事業の充実を図り、障

害者の地域生活に寄与する。 

(2) ご本人、ご家族からの相談に応じて、必要な情報の提供を行う。また佐用町行政、自

立支援連絡会、各関係機関との連携を図りながら、障害者が地域で暮らしやすいよう

に調整していく。 

(3) 福祉サービス利用者へのサービス等利用計画の作成を行う。 

 内容：相談受付、関係機関との連絡調整・サービス等利用計画の作成とモニタリング・障害福祉

制度、自立支援サービスの情報提供・福祉施設、医療機関、児童の発達相談などの専門機

関を紹介・障害基礎年金、各種手帳申請、補装具等について助言。佐用町相談支援連絡会

の開催。 

 

⑧地域生活支援拠点事業（該当事業所：相談支援事業所すまいる、障害者支援施設いちょう園） 

基本方針：当法人が地域における福祉の拠点を担うべく活動する。 

   目的：(1) 障害者の地域における居住支援のため、24 時間体制の相談、緊急時の受け入れを強化

し、効率的・効果的な地域生活支援体制を整える。 

          (2) 地域移行、地域定着を中心とした相談支援を行う。 

   内容：地域で生活する障害者の相談（地域移行、親元からの自立支援等）、体験の機会と場の提供。

緊急時の短期入所受け入れ及び障害特性に応じた体制づくり(他施設や医療との連携の上で)。 

 

 

 ※『日常生活支援』とは、「排泄・入浴・食事・洗濯、更衣及び衣服の選択・洗面歯磨き等の衛生行為

等」。 

  



- 12 - 

 

 4. 各部別活動計画 

基本姿勢 

 (1)設けられた各部署同士がスムーズな連携を行い、各利用者に合わせたサービスを提供する。 

 (2)各部署で月１回以上会議を持つ。 

 (3)PDCA サイクルを基本に、現場に活きる活動をする。 

 

①企画運営部 

 ・季節や風土に合わせた行事及び年間活動の立案、管理を行う。 

・日課、週間及び月間活動計画、支援当番計画の管理を行う。 

 

  ②作業部 

   ・生活介護にて行い、日中活動としての軽作業を提供する。 

   ・作業は以下の８種。（モップ作業、外作業、園芸作業、煎餅作業、鯛焼作業、結び織り作業、洗

濯作業、グリーンポット作業） 

   ・作業種別、担当工程、参加意欲、参加日数、作業への貢献度に合わせて検討し、年３回工賃を

支給する。(鯛焼作業は毎月) 

 

  ③地域活動 

   ・生活介護にて行い、施設から地域へ出ての作業を提供する。 

   ・作業は以下の２種。役場清掃（佐用町の委託を受け、佐用町役場庁舎の清掃を行う）、特養作業

（兵庫県社会福祉事業団特別養護老人ホーム朝陽ヶ丘荘の委託を受け、清掃及び洗濯作業を行

う）。 

   ・参加時間にて賃金を計算し、年３回工賃として支給する。 

 

  ④生活部 

   ・生活介護にて、重度利用者を対象に、日常生活支援及び体力維持の運動、絵画・貼り絵・音楽

活動等の創作活動支援及び余暇支援を行う。 

   ・各個人のストレングスを活用し、積極的な活動への参加を促す。 

   ・身体的・精神的事情にて、その人らしい日常生活ができない、できにくい方には『ほのぼの支

援』として、個々のケースバイケースに応じたきめ細やかな支援を行う。 

 

  ⑤保健部 

   ・利用者が健康で快適な生活を営めるよう、健康管理、疾病の早期発見・早期対応に努め、その

人らしく、いきいきと安心して日々過ごせるように支援する。 

   ・各種病院受診、健康診断、感染症対策等の処遇、及び保健関係の事務を行う。 
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  ⑥給食部 

   ・調理委託業者（小野マルタマフーズ株式会社）との連絡調整、提案や改善依頼を行う。 

   ・利用者の希望と咀嚼・嚥下状況に応じた食事形態で提供する。 

   ・毎月、誕生月利用者の希望を基に誕生会メニューを提供する。 

   ・季節毎の各行事食、毎月のバイキングを企画・提供する。 

   

  ⑦あさぎり作業所 

   ・オリジナル作品の生産販売、その他請負作業を行う。 

   ・月 1回工賃として支給する。 

 

    

 5. その他 

  ①福祉サービスに関する意見・要望解決 （通称：みんなの声） 

社会福祉法第 82 条の規定により、本法人並びに施設では、法人及び施設運営や処遇等において

ご利用者やそのご家族からの意見・要望に適切に対応する体制を整える。本法人並びに施設におけ

る意見・要望解決責任者、意見・要望受付担当者及び第三者委員を下記により設置し、意見・要望

解決に努めることとする。 

 

(1)意見・要望解決責任者…施設長  

(2)意見・要望受付担当者…支援員（3名） 

(3)第三者委員…外部委託 

 

②警備・防災・安全計画（避難訓練・地域防災対策連絡会） 

   １)避難訓練 

   【障害者支援施設いちょう園】 

毎月１回避難訓練を計画・実施する。消防署の指導による AED 使用方法、心肺蘇生法、緊急搬送

法、消火器使用訓練を組み合わせて行う。職員間緊急時連絡網の訓練を年 2回行う。なお、地域の

方にも参加を願い、『消防署、警察署との合同避難訓練』を年１回、『夜間避難訓練』を年１回実施

し、専門職や地域の皆様（大坪、秀谷、吉福、山平、山脇、柴谷、真盛地区の皆様、佐用町消防団

の皆様等）の意見を頂き、改善を行う。 

 

   【グループホームたんぽぽ】 

毎月 1回夜間想定にて避難訓練を計画・実施する。年 1回、利用者の消火器使用訓練を行う。 

地域（佐用町栄町）の防災訓練に参加する。 

 

【地域活動支援センターあさぎり】 

年 2回、通報訓練、避難誘導訓練、防災自主点検を行う。 
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  2)警備防災計画 

    いちょう園警備防災規定細則に基づき、平日日中においては、総指揮の下、連絡通報係、利用

者係、搬出係、消火係、救急係に分かれ、安全確保と迅速な事態収拾を行う。夜間、土日祝日は出

勤者及び当直者があたり、利用者の安全避難を第一として対応する。 

     消火器、火災警報器、報知器の管理について、業者による定期点検のみでなく、毎月職員による

自主点検を行う。 

    いちょう園敷地内計４箇所に防犯カメラを設置。不穏時、問題発生時に確認を行う。また、警

察署より協力を要請された際には、証拠映像として提出する。 

 

  3)いちょう園防災対策連絡会要領 

    火災時、災害時に、消火活動等と利用者の安全確保（見守り）を行うため、地域の皆様の力を

お借りしなければならない事態が想定される。そのためのガイドラインを双方の合意の下で作成す

る。 
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Ⅴ．人事及び育成計画 

 

 1. 基本姿勢 

当法人は各事業において、職員・職種の総力を以って、法人理念の実現を目指す。従って、目指す

ビジョンの共有、新任職員の育成、職員の専門的資質の向上を図ることを目的とする。 

 

 2. 採用 

人材の確保は福祉業界全体に蔓延する課題である。必要に応じて 

①ハローワーク、各種就職斡旋所への求人募集。 

②広告、公式 HP 等による募集。 

③福祉学校等卒業予定者向け就職活動セミナーへの積極的な参加及び、学校への訪問求人。 

の 3 本を柱とし、加えて職員一人ひとりが地域に対するアンテナとして機能することで、優秀な人

材の確保に臨む。 

 

  3. 人事考課制度 

理念、ビジョンの達成に向けて、人材育成をしていくため、人事考課制度を実施する。  

評価の内容は、賞与等に反映される。 

  ①毎年 1回（春）…評価者研修。 

  ②毎年 2回（3月、9月）…考課者研修。 

③毎年 2回（4月～9月、10 月～3月）…被考課者への評価及び、面接指導。 

 

 4. 研修計画 

  ※各事業において理念の実現に向けて新入職員の育成と職員の専門的資質の向上を図る。 

 

  ①外部研修･････････････選抜した職員を参加させる。目的は福祉や支援に対するより深い知識や技

能を習得するためと、社会情勢の変移、それによる各種法令の施行や改正

に対応するため。研修により知り得た知識を還元するため、法人内で発表、

報告させ、周知を図る。 
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  ②内部研修（勉強会）･･･各分野スペシャリスト育成及び、研究結果を全体で周知するため、月 1回

開催する。（以下、テーマ及び主催者等） 

 

 テーマ 主催及び担当 対象 

4 月 事業計画、支援計画 企画推進室、企画運営部 全職員 

5 月 事業報告、支援報告 企画推進室、企画運営部 全職員 

6 月 施設内美化について 美化促進委員会 全職員 

7 月 防災計画 防災担当 全職員 

〃 決算報告 財務担当 全職員 

9 月 自閉症スペクトラムについて 自閉症研究委員会 全職員 

10 月 リスクマネジメントについて リスクマネジメント委員会 全職員 

11 月 言葉遣いの改善 やさしい言葉委員会 全職員 

12 月 介護について 介護技術向上委員会 全職員 

1 月 個別支援計画について 個別支援計画委員会 支援員 

2 月 虐待防止について 虐待防止委員会 全職員 

3 月 諸記録作成 企画推進室 支援員 

 

  ③部門別研修･･･････････社労士により、新任・中堅・

リーダー・管理職等の各層

別研修、また各部門別研修

を行う。思考力、行動力ア

ップを目指し、チーム力と

モチベーションアップを図

る。 

 

  ④外部招聘研修･････････外部より、専門家の講師を招き、研修会、講習会を行う。 

 

  ⑤各委員会活動･････････以下の通り実施する。 

 感染症対策委員会 （開催日程：偶数月） 

  方針：施設内での感染症蔓延を防ぐ。近隣での発生状態、流行状態を把握し、対策を立てる。 

  目的：感染症の蔓延を防ぐため、情報収集と共有を行う。 

 

 食事栄養管理委員会 （開催日程：不定期） 

  方針：安全且つ、その人に合った食事の提供。 

  目的：栄養士、看護師、支援員の 3者で、利用者の食事形態等の検討を行う。 

 

 給食委員会 （開催日程：毎月 15日、但し奇数月は委託業者参加） 

  方針：衛生且つ安全に食事提供ができるよう、栄養管理の質の向上に努める。 

  目的：安全で思いやりのある給食サービスの提供。 

研修テーマ 開催日 

新人・若手職員研修 4/17 , 7/24 

『共有する力』育成研修 

（ぎんなん寮） 

5/22  

6/26 

『共有する力』育成研修 

（通所部） 

8/28 

9/18 

『共有する力』育成研修 

（のぞみ寮） 

11/27 

12/18 

（テーマ別研修） 
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 献立管理委員会 （開催日程：不定期） 

  方針：季節感のあるものを取り入れ、栄養バランスを考慮し、より良い食事提供をする。 

  目的：利用者の思考や実状を把握し、健康保持増進を図る。 

 

 個別支援計画検討委員会 （開催日程：随時） 

  方針：個別支援計画の支援内容を現場に反映させる。 

  目的：個別支援計画に沿った支援を提供する。利用者の満足度も「満足」と評価できるように

する。  

 

 自閉症研究委員会 （開催日程：奇数月） 

  方針：自閉症の知識を身に着け、チームとして一貫した支援を行う。 

  目的：利用者の障害特性を理解し、安定した生活を送ることができる環境を提供する。 

 

 リスクマネジメント委員会 （開催日程：偶数月、随時） 

  方針：施設のリスクを把握、分析し、効果的な対策の検証、見直しを行う。 

  目的：利用者の安心・安全な暮らしを守るリスクマネジメントを行う。 

 

 虐待防止委員会 （開催日程：6、10、1 月） 

  方針：利用者が生活していく上で、支援者による虐待（特に身体的・精神的）が無く、安心し

て過ごして頂けるようにする。 

  目的：利用者が安心・安全に生活できるようにする。職員同士が互いに気が付いたことを注意

し合える関係にする。感情をコントロールし、冷静に支援の提供ができる様にする。 

 

 マニュアル検討委員会 （開催日程：偶数月） 

  方針：現場に活かせる業務のコツやポイントを入れたマニュアル作りを目指す。  

  目的：業務の標準化を進める。（新任職員に対して自己流の教え方をするのではなく、良い標準

を基準にした教え方をしていく） 

 

 やさしい言葉委員会 （開催日程：奇数月） 

  方針：「やさしい言葉」をキーワードとし、言葉遣いの綺麗な法人を目指す。 

  目的：丁寧な言葉遣いと口調、表情で気持ちの良い対応を身に着ける。 

 

 介護技術向上委員会 （開催日程：偶数月） 

  方針：利用者に安全・安心な介護技術の向上。 

  目的：介護技術と知識の習得を行う。 

 

 高齢者生活支援委員会 

  方針：利用者の高齢化に対応するため、高齢者支援のノウハウを取り込む。 
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  目的：高齢となった方にも安心して暮らしていただける環境を提供する。 

 

 

 

 美化促進委員会 （開催日程：奇数月） 

  方針：気づきと行動で、利用者が心地よく暮らせる法人を目指す。 

  目的：屋外・屋内の美化、環境を整え明るく気持ちのよい法人とする。 

 

 運営改善委員会 （開催日程：毎月初日） 

  方針：社会情勢と法人内の現状に目を向け、地域及び利用者中心の支援を考える。 

  目的：法人運営に関して、現場を活性化し、ビジョンを実現していく。 

 

 支援向上委員会 （開催日程：偶数月） 

  方針：施設内研修を通じて、ビジョンの共有を行い、支援に活かす。 

  目的：パート職員の資質向上と当会理念の浸透。 

 

 就労 B・グループホーム開発検討委員会 

  方針：どの事業が求められているのか検討し、実現に向けて設立方法やノウハウを検討する。 

  目的：地域のニーズに応え、必要なサービスを新設、拡張する。 

 

 

 5. 各種職員会議 

 以下の通り、各部署、係にて行う。 

職員全体会、各所代表者会議、企画運営部会、作業部会、生活部会、通所部職員会議、 

ぎんなん寮職員会議、のぞみ寮職員会議、グループホーム職員会議、保健部会、 

食事・栄養管理会議、相談支援会議、利用者会議、特別ケース会議、事務部会、 

あさぎりスタッフ会議 

   

 6. 資格取得の奨励 

当法人では、職員が自ら進んで自己啓発に努め、自己研鑽、自己の職業能力の開発及び向上に積極

的に取り組む事を推奨し、以下に定める資格、認定に対し、補助制度を設ける。 

●社会福祉士       ●精神保健福祉士 

●介護福祉士       ●知的障害福祉士 

●知的障害者援助専門員  ●社会福祉主事任用資格 
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①通所棟建替え

平成44年度実施

②入所棟建替え

平成49年度実施

③重度棟建替え

平成59年度実施

④自立訓練棟建替え

平成63年度実施

①ラウム買替購入 ②アトレー買替購入 ③ポルテ買替購入 ⑥シエンタ1号車買替購入

平成30年度実施 平成32年度実施 平成35年度実施 平成40年度実施

④トラック買替購入 ⑦ハイエース買替購入

平成38年度実施 平成41年度実施

⑤イース買替購入 ⑧シエンタ2号車買替購入

平成39年度実施 平成42年度実施

①食堂エアコン買替購入 ⑤居室エアコン買替購入

平成31年度実施 平成37年度実施

②プレハブ冷蔵庫買替購入

平成33年度実施

③温蔵庫買替購入

平成33年度実施

④パソコン買替購入

平成34年度実施

①コンベクション買替購入 ③ろ過循環機買替購入

平成32年度実施 平成59年度実施

②ボイラー買替購入 ④床暖房買替購入

平成34年度実施 平成59年度実施

⑤スプリンクラー買替購入

平成59年度実施

機
械
買
替

、
新
規
購
入

建
物
関
係
新
築
・
修
繕
等

平成34年度

器
具
及
び
備
品
買
替

新
規
購
入

その他
平成40年度～

平成39年度

車
輌
関
係
・
購
入
等

短期 中期 長期
平成30年度 平成31年度～ 平成35年度～

Ⅵ．設備修繕計画 

1. 基本姿勢 

各種修繕、購入計画を短期、中期、長期に分けて実施する。 

 

2. 設備整備・修繕計画 
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 建物関係建替え、修繕、増築等 

①通所棟建替え工事 

事業年度：平成 44 年度 

事業内容：通所棟の建替え・作業場等の整備 

建築費用：109,960,000 円 

 

②入所棟建替え工事 

事業年度：平成 49 年度 

事業内容：入所棟の建替え及び 

食堂・厨房等の整備 

建築費用：257,670,000 円 

 

③重度棟建替え工事 

事業年度：平成 59 年度 

事業内容：重度棟の建替え及び風呂場、 

ボイラー室等の整備 

建築費用：211,500,000 円 

 

④自立訓練棟建替え工事 

事業年度：平成 63 年度 

事業内容：自立訓練棟の建替え 

建築費用：72,920,000 円 

 

 

 車輌関係買替等 

①ラウム買替購入 

事業年度：平成 30 年度 

事業内容：事務用車輌の買替購入 

購入費用：1,000,000 円 

 

②アトレー買替購入 

事業年度：平成 32 年度 

事業内容：通院用車輌の買替購入 

購入費用：1,500,000 円 

  

③ポルテ買替購入 

事業年度：平成 35 年度 

事業内容：通所送迎車輌の買替購入 

購入費用：1,500,000 円 

 

④トラック買替購入 

事業年度：平成 38 年度 

事業内容：軽作業用運搬車両の買替購入 

購入費用：800,000 円 

 

⑤イース買替購入 

事業年度：平成 39 年度 

事業内容：相談支援業務用車輌の買替購入 

購入費用：1,000,000 円 

 

⑥シエンタ１号車買替購入 

事業年度：平成 40 年度 

事業内容：地域清掃作業用送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,000,000 円 

 

⑦ハイエース買替購入 

事業年度：平成 41 年度 

事業内容：通所送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,700,000 円 

 

⑧シエンタ２号車買替購入 

事業年度：平成 42 年度 

事業内容：通所送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,000,000 円 

 

 

 器具及び備品関係買替、新規購入等 

①食堂エアコン買替購入 

事業年度：平成 31 年度 

事業内容：食堂エアコン（2台）の買替購入 

購入費用：1,600,000 円 

 

②プレハブ冷蔵庫買替購入 

事業年度：平成 33 年度 

事業内容：プレハブ倉庫内冷蔵庫の買替購入 

購入費用：1,300,000 円 
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③温蔵庫買替購入 

事業年度：平成 33 年度 

事業内容：厨房内温蔵庫の買替購入 

購入費用：1,000,000 円 

 

④パソコン買替購入 

事業年度：平成 34 年度 

事業内容：職員用パソコン（９台）の買替購入 

購入費用：1,080,000 円 

 

⑤居室エアコン買替購入 

事業年度：平成 37 年度 

事業内容：利用者居室エアコン（20 台） 

の買替購入 

購入費用：2,200,000 円 

 

 

 機械等買替、新規購入等 

①コンベクション買替購入 

事業年度：平成 32 年度 

事業内容：厨房内コンベクションの買替購入 

購入費用：1,500,000 円 

 

②ボイラー買替購入 

事業年度：平成 34 年度 

事業内容：重度棟ボイラーの買替購入 

購入費用：2,500,000 円 

 

③ろ過循環機買替購入 

事業年度：平成 59 年度 

事業内容：重度棟内ろ過循環機の買替購入 

購入費用：3,500,000 円 

 

④床暖房買替購入 

事業年度：平成 59 年度 

事業内容：重度棟デイルーム内 

床暖房の買替購入 

購入費用：3,000,000 円 

 

⑤スプリンクラー設置 

事業年度：平成 59 年度 

事業内容：入所棟・重度棟内 

スプリンクラー設置 

購入費用：30,000,000 円 
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（単位：千円）

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 合計

就労支援事業収入 0

障害福祉サービス等事業収入 306,551 306,551 306,551 306,551 306,551 1,532,755

経常経費寄付金収入 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500

受取利息配当金収入 69 69 69 69 69 345

その他の収入 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 6,550

　事業活動収入計（1） 309,430 309,430 309,430 309,430 309,430 1,547,150

人件費支出 196,962 199,916 202,915 205,959 209,048 1,014,801

事務費支出 49,014 49,014 49,014 49,014 49,014 245,070

事業費支出 46,570 46,570 46,570 46,570 46,570 232,850

就労支援事業支出 0

その他の支出 0

　事業活動支出計（2） 292,546 295,500 298,499 301,543 304,632 1,492,721

事業活動資金収支差額　（3）=（1）-（2） 16,884 13,930 10,931 7,887 4,798 54,429

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0

施設整備等寄付金収入 0 0 0 0 0 0

設備資金借入金収入 0

固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0

　施設整備等収入計　（4） 0 0 0 0 0 0

設備資金借入金元金償還支出 0

固定資産取得支出 1,000 1,600 3,000 2,300 3,580 11,480

元入金支出 0 0 0 0 0 0

　施設整備等支出計　（5） 1,000 1,600 3,000 2,300 3,580 11,480

-1,000 -1,600 -3,000 -2,300 -3,580 -11,480

積立資産取崩収入 0

サービス区分間繰入金収入 8,796 7,096 7,096 7,096 7,096 37,180

その他の収入 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 10,500

その他の活動収入計　（7） 10,896 9,196 9,196 9,196 9,196 47,680

積立資産支出 17,900 14,400 10,000 7,600 3,300 53,200

サービス区分間繰入金支出 8,796 7,096 7,096 7,096 7,096 37,180

その他の支出 0

その他の活動支出計　（8） 26,696 21,496 17,096 14,696 10,396 90,380

-15,800 -12,300 -7,900 -5,500 -1,200 -42,700

84 30 31 87 18 250

0 0 0 0 0 0

73,436 73,436 73,436 73,436 73,436

73,436 73,436 73,436 73,436 73,436

積立金 15,100 11,600 7,200 4,800 500 50,400

前期積立金累計額 199,213 214,313 225,913 233,113 237,913

当期積立金累計額 214,313 225,913 233,113 237,913 238,413

支
　
　
出

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
入

支
　
出

施設整備等収支差額　（6）=（4）-（5）

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
　
入

勘　　定　　科　　目

当期末支払資金残高（11）+（12）

予備費　（10）

当期資金収支差額合計　（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

収
入

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

支
出

その他の活動資金収支差額　（9）=（7）-（8）

前期末支払資金残高（12）

Ⅶ．財政計画 

1. 基本姿勢 

上記の設備修繕計画に沿うため、以下の予算案に従って運営を行う。 

 

2. 予算    

3. 年度別  資金収支予算書（30～34 年度） 
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（単位：千円）

平成３５年度 平成３６年度 平成３７年度 平成３８年度 平成３９年度 合計

就労支援事業収入 0

障害福祉サービス等事業収入 306,551 306,551 306,551 306,551 306,551 1,532,755

経常経費寄付金収入 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 7,500

受取利息配当金収入 69 69 69 69 69 345

その他の収入 1,310 1,310 1,310 1,310 1,310 6,550

　事業活動収入計（1） 309,430 309,430 309,430 309,430 309,430 1,547,150

人件費支出 196,280 199,224 202,213 205,246 208,324 1,011,287

事務費支出 49,014 49,014 49,014 49,014 49,014 245,070

事業費支出 46,570 46,570 46,570 46,570 46,570 232,850

就労支援事業支出 0

その他の支出 0

　事業活動支出計（2） 291,864 294,808 297,797 300,830 303,908 1,489,207

事業活動資金収支差額　（3）=（1）-（2） 17,566 14,622 11,633 8,600 5,522 57,943

施設整備等補助金収入 0 0 0 0 0 0

施設整備等寄付金収入 0 0 0 0 0 0

設備資金借入金収入 0

固定資産売却収入 0 0 0 0 0 0

　施設整備等収入計　（4） 0 0 0 0 0 0

設備資金借入金元金償還支出 0

固定資産取得支出 1,500 0 2,200 800 1,000 5,500

元入金支出 0 0 0 0 0 0

　施設整備等支出計　（5） 1,500 0 2,200 800 1,000 5,500

-1,500 0 -2,200 -800 -1,000 -5,500

積立資産取崩収入 0

サービス区分間繰入金収入 7,096 7,096 7,096 7,096 7,096 35,480

その他の収入 2,100 2,100 2,100 2,100 2,100 10,500

その他の活動収入計　（7） 9,196 9,196 9,196 9,196 9,196 45,980

積立資産支出 18,100 16,700 11,500 9,900 6,600 62,800

サービス区分間繰入金支出 7,096 7,096 7,096 7,096 7,096 35,480

その他の支出 0

その他の活動支出計　（8） 25,196 23,796 18,596 16,996 13,696 98,280

-16,000 -14,600 -9,400 -7,800 -4,500 -52,300

66 22 33 0 22 143

0 0 0 0 0 0

73,436 73,436 73,436 73,437 73,437

73,436 73,436 73,437 73,437 73,437

積立金 15,300 13,900 8,700 7,100 3,800 60,000

前期積立金累計額 238,413 253,713 267,613 276,313 283,413

当期積立金累計額 253,713 267,613 276,313 283,413 287,213
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支

収
入
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出

その他の活動資金収支差額　（9）=（7）-（8）

予備費　（10）

当期資金収支差額合計　（11）=（3）+（6）+（9）-（10）

 

 

 

 

 

 

年度別  資金収支予算書（35～39 年度） 
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佐用
町

上郡
町

たつ
の市

神戸
市

宍粟
市

三木
市

太子
町

西宮
市

姫路
市

淡路
市

香美
町

丹波
市

尼崎
市

明石
市

加古
川市

佐用
町

上郡
町

たつ
の市

入所 通所

女 13 2 1 1 0 0 0 0 2 1 1 1 1 1 1 7 0 0

男 8 2 2 1 5 2 2 1 2 0 0 0 0 0 0 6 7 2

0

5

10

15

20

25

出身市町別利用者数（人）

平均年齢 55.4歳 （男性 55.3歳 女性 55.6歳）

入所部58.1歳 （男性 58.7歳 女性 57.4歳) 　通所部 49.3歳 （男性 49.5歳 女性 48.9歳 ）

施設全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

入所 通所

女 0 2 3 9 7 3 1 1 2 0 1 2 1

男 1 1 3 9 5 4 2 0 1 8 3 3 0

0
3
6
9

12
15
18

年齢（歳代）

年齢別利用者数（人）

1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 >31 1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 >31

入所 通所

女 1 1 1 3 6 2 11 1 0 1 0 1 0 4

男 0 5 2 0 7 2 9 1 1 1 1 3 3 5

0

5

10

15

20

（年）

在籍年数別利用者数(人）

Ⅷ．資料 

1.利用者実態（H30.4.1 現在） 
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２級 ３級 ４級 １級 ２級 ４級 

入所 通所 

女 1 2 1 2 0 0

男 6 1 5 2 1 3

0

2

4

6

8

身体障害者手帳所持者数（人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A B1 B2 なし A B1 B2 なし

入所 通所

女 15 7 3 0 3 4 0 0

男 16 7 1 1 7 5 2 1

0

5

10

15

20

25

30

35

療育手帳障害判定別利用者数（人）

区分3 区分4 区分5 区分6 区分3 区分4 区分5 区分6

入所 通所

女 1 9 8 7 2 1 1 3

男 0 0 11 14 3 5 5 2

0

5

10

15

20

25

障害支援区分別利用者数（人）
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2.沿革史 

 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎん

なん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設を」

という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館を

兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害時相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業所

すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり作業所』として新設。 

⑧ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】 

  

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了
平成29年 7月 佐用町の委託を受け、地域生活支援拠点事業

開始
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり作業所開設。

地域活動支援センターⅢ型指定

平成 9年

平成 7年 いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

入所定員50名（重度20名）
通所定員22名

4月

4月 いちょう園に名称変更

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

自立支援法新体系移行平成21年

　　〃　年 相談支援事業所すまいる開設

4月

4月 特定相談支援事業者、障害児相談
支援事業者の指定
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 【いちょう園敷地内図】 
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【いちょう園建物内図】 
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【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域生活支援センターあさぎり作業所】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 

 

 

 


